
　
　
　

陸
奥
を
ふ
た
わ
け
ざ
ま
に
聳
（
そ
び
）
え
た
ま
ふ

　
　
　

蔵
王
の
山
の
雲
の
中
に
た
つ　
　
　
　
　
　

茂
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

蔵
王
連
峰
熊
野
岳
の
山
頂
に
、
宮
城
、
山
形
両
県
を
見
渡
す
よ
う
に
斎
藤
茂

吉
の
歌
碑
が
建
つ
。

　

東
北
を
南
北
に
貫
く
奥
羽
山
脈
は
、
い
く
つ
も
の
川
の
水
源
で
あ
り
、
私
た

ち
東
北
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
精
神
的
な
よ
り
所
で
も
あ
る
。
一
方
、「
東
北

の
歴
史
は
峠
と
の
戦
い
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
東
西
の
交

流
を
阻
ん
で
き
た
壁
で
も
あ
っ
た
。

　

奥
羽
山
脈
を
横
断
す
る
東
北
の
「
横
の
道
」
が
今
、
大
き
な
節
目
の
時
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

東
北
横
断
自
動
車
道
酒
田
線
（
山
形
自
動
車
道
）
は
八
月
九
日
、
酒
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
日
本
海
に
迫
る
酒
田
み
な
と
Ｉ
Ｃ
ま
で
つ
な
が

る
。

　

宮
城
県
側
は
現
在
、
仙
台
市
周
辺
の
仙
台
東
部
道
路
と
仙
台
南
部
道
路
の
整

備
が
秋
の
国
体
に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お
り
、
と
も
に
八
月
一
日
に
全

線
開
通
す
る
。
東
部
道
路
は
三
陸
自
動
車
道
と
、
南
部
道
路
は
東
北
自
動
車
道

と
そ
れ
ぞ
れ
接
続
さ
れ
、
こ
の
結
果
、
石
巻
や
仙
台
空
港
か
ら
酒
田
ま
で
、
自

動
車
専
用
道
の
月
山
道
路
を
挟
ん
で
高
速
道
路
で
直
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

太
平
洋
側
と
日
本
海
側
と
い
う
、
異
な
る
気
候
、
文
化
を
結
ぶ
新
し
い
横
断

道
の
完
成
で
あ
る
。
人
と
物
の
相
互
の
動
き
が
加
速
さ
れ
、
新
た
な
観
光
開
発

や
産
業
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
期
待
も
膨
ら
ん
で
い
る
。「
松
島
や
石
巻
で

日
の
出
を
見
て
、
庄
内
で
日
の
入
り
を
見
る
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
サ
ン
セ
ッ
ト
交
流
」

な
ど
広
域
観
光
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
意
欲
的
な
動
き
も
出
始
め
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
と
北
米
間
を
結
ぶ
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
と
し
て
の
役
割
を
求
め
る
声
も
一

段
と
強
ま
っ
て
き
そ
う
だ
。

　

こ
の
横
断
道
に
よ
る
広
域
連
携
を
促
進
す
る
け
ん
引
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
の
が
、
仙
台
、
山
形
両
市
の
連
携
で
あ
る
。

　

荘
銀
総
合
研
究
所
と
仙
台
都
市
総
合
研
究
機
構
、
河
北
新
報
社
の
三
者
は
、

両
市
の
行
政
マ
ン
や
経
済
界
関
係
者
ら
と
と
も
に
連
携
促
進
策
を
探
る
「
仙
山

圏
交
流
研
究
会
」
を
四
月
に
設
立
し
た
。

　

県
境
を
挟
ん
で
県
都
同
士
が
隣
接
す
る
と
い
う
有
利
な
地
勢
的
条
件
を
生
か

し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
研
究
・
提
言
活
動
を
展
開

し
て
い
く
。

　

本
年
度
は
仙
山
圏
の
人
口
、
産
業
な
ど
社
会
経
済
構
造
の
分
析
や
、
人
的
、

経
済
的
、
文
化
的
交
流
の
現
状
把
握
な
ど
、
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
を
進
め
る
。

　

研
究
会
は
一
カ
月
に
一
回
、
仙
台
、
山
形
で
交
互
に
開
催
。
中
間
総
括
を
兼

ね
て
、
来
年
春
に
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
く
予
定
だ
。

　

両
都
市
を
一
時
間
で
結
ぶ
高
速
バ
ス
は
四
月
に
四
十
往
復
ま
で
増
便
さ
れ
、

利
用
客
も
年
々
増
加
を
続
け
て
い
る
。
山
形
の
大
型
店
や
外
食
産
業
な
ど
の
中

に
は
積
極
的
に
仙
台
に
進
出
を
図
っ
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

　

通
勤
や
通
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
買
い
物
、
レ
ジ
ャ
ー
…
。
多
様
な
双
方
向
の
交

流
が
仙
台
と
山
形
の
間
に
実
体
と
し
て
あ
る
。

　

高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
っ
て
、
自
然
と
増
加
し
て
い
る
人
、
物
、
情
報
の

交
流
に
、
い
か
に
広
が
り
と
厚
み
を
持
た
せ
て
い
く
か
―
。
こ
れ
が
仙
山
圏
交

流
研
究
会
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

旧
建
設
省
な
ど
六
省
庁
が
昨
年
三
月
に
ま
と
め
た
東
北
地
方
の
「
広
域
連
携

に
よ
る
交
流
拡
大
を
通
じ
た
地
域
振
興
推
進
調
査
」
は
、
仙
台
、
山
形
両
都
市

圏
を
「
一
体
的
な
中
枢
都
市
圏
と
し
て
育
て
、
東
北
全
体
の
コ
ア
と
し
て
い
く
」

と
位
置
づ
け
、「
国
際
交
流
都
市
圏
」
を
整
備
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
資
源
や
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち

の
ど
こ
が
い
い
か
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
連
携
の
出
発
点
だ
。

　

研
究
会
で
は
、
都
市
連
携
と
い
う
地
域
の
政
策
課
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
北

の
国
際
戦
略
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
幅
広
い
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

1

　
　

一　

力　

雅　

彦

河
北
新
報
社　

常
務
取
締
役
編
集
局
長　
　

巻
頭
言  　
  
仙
山
圏
の
交
流
拡
大
に
向
け
て
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